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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第116期

第１四半期連結
累計期間

第117期
第１四半期連結
累計期間

第116期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （百万円） 29,236 33,498 124,490

経常利益 （百万円） 1,957 1,899 6,445

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,194 971 3,691

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 638 203 4,189

純資産額 （百万円） 42,734 46,313 46,639

総資産額 （百万円） 81,343 92,653 93,320

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 150.09 122.11 463.77

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 51.5 48.1 48.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,430 1,586 9,202

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,355 △1,614 △4,422

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 816 △900 749

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 8,023 10,836 11,965

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

３．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益金額」を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。

５．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

６．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間の経済環境は、輸出の増加などを背景に、企業収益環境の改善が持続し、緩やかな

回復基調にあります。先行きは、米国の保護主義的な政策運営や地政学的リスクなど、不透明な状況が続いており

ます。
 
このような状況の中、当企業集団の売上高（外貨ベース）は、国内外において、前年同期比で増加しました。

営業利益は、日本及び欧州において減益となりましたが、米国、アジア及び中国において、増益となりました。親

会社株主に帰属する四半期純利益については、為替差損及び法人税が増加したことにより、前年同期比減益となり

ました。
 
この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同期比4,261百万円増加し、33,498百万円（14.6%増）、営

業利益は133百万円増加し、1,819百万円（8.0%増）、経常利益は57百万円減少し、1,899百万円（3.0%減）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は223百万円減少し、971百万円（18.7%減）となりました。
 
　セグメントの業績は次のとおりであります。

　連結子会社の当第１四半期連結累計期間の決算日は３月31日であり、連結財務諸表の作成にあたっては同日現在

の財務諸表を使用しております。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を

行っております。該当するセグメントは、米国、欧州、アジア、中国であります。

　国内３子会社の決算日は連結会計年度の末日と一致しております。該当するセグメントは、その他であります。

　なお、前第３四半期連結会計期間より、青島東洋熱交換器有限公司を中国セグメントに含めております。

 

　セグメント
 
 

売　上　高 営　業　利　益

前第１四半
期連結累計

当第１四半
期連結累計

増減
増減率※
(外貨ベース)

前第１四半
期連結累計

当第１四半
期連結累計

増減
増減率※
(外貨ベース)

(百万円) (百万円) (百万円) （％） (百万円) (百万円) (百万円) （％）

　日本 13,533 14,896 1,363 10.1 421 389 △31 △7.5

　米国 7,706 7,629 △77 4.5 243 271 27 17.7

　欧州 871 1,114 242 13.5 △58 △272 △213 △320.2

　アジア 4,034 4,452 418 8.9 474 609 134 27.0

　中国 2,809 5,161 2,351 77.9 497 709 212 37.5

　その他
　(含む消去)

280 244 △36 △12.9 106 110 3 3.6

　合計 29,236 33,498 4,261 15.2 1,685 1,819 133 7.6

※表中の増減率（外貨ベース）は、海外売上の為替換算レート変動による差異を補正した場合の増減率です。
 
① 日本

自動車用売上高は、当社製品の受注が堅調に推移したことにより、前年同期比増加しました。建設産業機械用

売上高は、中国向け需要増加及びマイニング市場の好調により、前年同期比増加しました。この結果、当該セグメ

ントの売上高は、1,363百万円増加し、14,896百万円となりました。

営業利益は、原材料価格の上昇及び研究費の増加等により、前年同期比31百万円減少し、389百万円となりまし

た。
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② 米国

自動車用売上高は、既存機種の受注は減少したが、新規受注した機種の量産開始等が寄与し増加しました。建

設産業機械用売上高は、主要客先の需要増により、前年同期比増加しました。この結果、当該セグメントの売上高

は、外貨ベースでは4.5%増加しましたが、換算レートの変動により、円貨ベースでは、前年同期比77百万円減少

し、7,629百万円となりました。

営業利益は、前年同期比27百万円増加し、271百万円となりました。外貨ベースでは、17.7％の増益となりまし

た。
 

③ 欧州

チェコにおいて自動車及び空調機器用売上高について、主要客先の受注が増加したことにより、前年同期比で

増加しました。この結果、当該セグメントの売上高は、前年同期比242百万円増加し、1,114百万円となりました。

外貨ベースでは、13.5％の増加となりました。

営業利益は、チェコにおける新規受注機種の立ち上げに伴うコスト増加等により、前年同期比213百万円減少

し、△272百万円となりました。外貨ベースでは、320.2％の減益となりました。
 
④ アジア

自動車用売上高は、アセアン拠点において受注機種の売上好調により、前年同期比増加しました。この結果、

当該セグメントの売上高は、前年同期比418百万円増加し、4,452百万円となりました。外貨ベースでは、8.9％の

増加となりました。

営業利益は、前年同期比134百万円増加し、609百万円となりました。外貨ベースでは、27.0％の増益となりま

した。
 
⑤ 中国

自動車用売上高は、前第３四半期より追加出資し子会社化した青島東洋熱交換器有限公司の売上が新たに加

わったことにより、前年同期比大幅に増加しました。建設産業機械用売上高は、中国国内市場好調による受注増加

により、前年同期比増加しました。この結果、当該セグメントの売上高は、前年同期比2,351百万円増加し、5,161

百万円となりました。外貨ベースでは、77.9％の増加となりました。

営業利益は、前年同期比212百万円増加し、709百万円となりました。外貨ベースでは、37.5％の増益となりま

した。
 

（２）財政状態の分析

①資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、有形固定資産の減少等により、前連結会計年度末比667百万円減少

し、92,653百万円となりました。

　負債は、買掛金等が増加しましたが、長期借入金等の減少により、341百万円減少し、46,339百万円となりまし

た。

　純資産は、利益剰余金が増加しましたが、為替換算調整勘定等の減少により、325百万円減少し、46,313百万円

となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より1,129百万円減少

し、10,836百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの増減要因は次のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上増加に伴う運転資金の増加及び和解金等の支払により前年同期比

844百万円減少し、1,586百万円プラス、投資活動によるキャッシュ・フローは、支出が前年同期比259百万円増加

し、1,614百万円マイナス、及び財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の減少等により前年同期比1,717百

万円減少し、900百万円マイナスとなりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、787百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,000,000

計 15,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,344,405 8,344,405
東京証券取引所

(市場第一部)

単元株式数

100株

計 8,344,405 8,344,405 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 8,344,405 － 8,545 － 7,306

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 384,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,919,100 79,191 －

単元未満株式 普通株式   40,805 － －

発行済株式総数 8,344,405 － －

総株主の議決権 － 79,191 －

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(自己保有株式)
株式会社ティラド

東京都渋谷区代々木
３丁目25－３

384,500 - 384,500 4.60

計 － 384,500 - 384,500 4.60

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって、名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,128 10,902

受取手形及び売掛金 24,928 26,008

電子記録債権 2,659 2,682

有価証券 399 399

商品及び製品 2,728 2,874

仕掛品 594 544

原材料及び貯蔵品 5,097 5,094

その他 2,253 2,444

貸倒引当金 △85 △83

流動資産合計 50,704 50,868

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,528 6,334

機械装置及び運搬具（純額） 16,287 15,876

土地 2,602 2,577

リース資産（純額） 122 111

建設仮勘定 3,476 3,213

その他（純額） 2,236 2,196

有形固定資産合計 31,254 30,310

無形固定資産   

のれん 583 523

その他 1,068 1,145

無形固定資産合計 1,651 1,668

投資その他の資産   

投資有価証券 8,470 8,584

退職給付に係る資産 467 454

繰延税金資産 59 45

その他 741 749

貸倒引当金 △28 △28

投資その他の資産合計 9,710 9,805

固定資産合計 42,616 41,784

資産合計 93,320 92,653
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,086 14,947

電子記録債務 4,703 5,043

短期借入金 7,646 8,323

リース債務 378 314

未払法人税等 563 521

未払費用 3,289 3,381

賞与引当金 1,468 794

役員賞与引当金 96 23

製品保証引当金 206 208

株主優待引当金 62 56

営業外電子記録債務 757 844

その他 2,384 1,734

流動負債合計 35,642 36,194

固定負債   

長期借入金 8,582 7,298

リース債務 735 667

繰延税金負債 1,480 1,945

役員退職慰労引当金 4 4

退職給付に係る負債 95 93

資産除去債務 89 89

その他 51 45

固定負債合計 11,039 10,145

負債合計 46,681 46,339

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,545 8,545

資本剰余金 7,434 7,434

利益剰余金 27,376 27,870

自己株式 △899 △900

株主資本合計 42,457 42,951

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,047 1,154

為替換算調整勘定 679 △206

退職給付に係る調整累計額 677 659

その他の包括利益累計額合計 2,404 1,608

非支配株主持分 1,777 1,753

純資産合計 46,639 46,313

負債純資産合計 93,320 92,653
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 29,236 33,498

売上原価 25,518 29,129

売上総利益 3,717 4,368

販売費及び一般管理費   

荷造及び発送費 323 430

給料及び手当 389 453

賞与引当金繰入額 121 139

役員賞与引当金繰入額 16 23

退職給付費用 16 14

福利厚生費 242 265

製品保証引当金繰入額 8 41

研究開発費 264 354

その他 648 825

販売費及び一般管理費合計 2,032 2,549

営業利益 1,685 1,819

営業外収益   

受取利息 14 28

受取配当金 113 107

持分法による投資利益 101 45

為替差益 19 －

その他 77 60

営業外収益合計 327 242

営業外費用   

支払利息 51 61

為替差損 － 100

投資事業組合運用損 0 －

その他 3 1

営業外費用合計 55 162

経常利益 1,957 1,899

特別利益   

固定資産売却益 12 12

特別利益合計 12 12

特別損失   

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 13 11

課徴金等 ※１ 59 ※１ 12

特別損失合計 74 24

税金等調整前四半期純利益 1,895 1,887

法人税、住民税及び事業税 294 397

法人税等調整額 362 451

法人税等合計 657 848

四半期純利益 1,238 1,038

非支配株主に帰属する四半期純利益 43 66

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,194 971
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 1,238 1,038

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 26 107

為替換算調整勘定 △586 △891

退職給付に係る調整額 △7 △17

持分法適用会社に対する持分相当額 △33 △33

その他の包括利益合計 △600 △835

四半期包括利益 638 203

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 625 176

非支配株主に係る四半期包括利益 13 27
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,895 1,887

減価償却費 1,275 1,366

退職給付費用 △11 △25

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 13 15

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △35 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △599 △673

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △36 △72

製品保証引当金の増減額（△は減少） △9 7

固定資産除却損 13 11

固定資産売却損益（△は益） △11 △12

課徴金等 59 12

受取利息及び受取配当金 △128 △136

支払利息 51 61

持分法による投資損益（△は益） △101 △45

売上債権の増減額（△は増加） △1,539 △1,528

たな卸資産の増減額（△は増加） △139 △349

仕入債務の増減額（△は減少） 1,843 1,509

その他の流動資産の増減額（△は増加） △118 △209

その他の流動負債の増減額（△は減少） 355 518

その他 △32 80

小計 2,745 2,417

利息及び配当金の受取額 130 189

利息の支払額 △50 △60

法人税等の支払額 △344 △397

課徴金等の支払額 △50 △561

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,430 1,586

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,310 △1,569

有形固定資産の売却による収入 37 29

その他 △82 △74

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,355 △1,614

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 367 △144

長期借入れによる収入 1,300 －

長期借入金の返済による支出 △369 △99

非支配株主からの払込みによる収入 1 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △238 △477

非支配株主への配当金の支払額 △52 △51

その他 △191 △127

財務活動によるキャッシュ・フロー 816 △900

現金及び現金同等物に係る換算差額 △84 △201

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,807 △1,129

現金及び現金同等物の期首残高 6,216 11,965

現金及び現金同等物の四半期末残高 ＊１ 8,023 ＊１ 10,836
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（1）連結の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

 

（2）持分法適用の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は

固定負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　課徴金等

　自動車部品（ラジエータ他）の販売に関し、独占禁止法関連の当局による調査及び、それに関連する訴訟等が

進行しており、前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間におきましては、当該調査関係費用等

を特別損失として計上しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

＊１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

現金及び預金 7,979百万円 10,902百万円

有価証券 399 399

　計 8,379 11,302

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △356 △465

現金及び現金同等物 8,023 10,836
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．配当に関する事項

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 238 3 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

１．配当に関する事項

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 477 60 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金

（注）当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）３

合計

 日本 米国 欧州 アジア 中国 計

売上高         

外部顧客への売上高 13,533 7,706 871 4,034 2,809 28,955 280 29,236

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

1,361 43 154 21 352 1,934 772 2,707

計 14,895 7,750 1,026 4,055 3,161 30,890 1,053 31,943

セグメント利益又は

損失（△）
421 243 △58 474 497 1,578 69 1,648

（注）１．当社は、生産・販売体制を基礎とした当社・現地法人のセグメントから構成されており、「日本」、「米

　　　　　国」、「欧州」、「アジア」、及び「中国」の５つを報告セグメントとしております。

　　　２．各報告セグメントに属する主な国又は地域

　　　　　欧州……………チェコ・ロシア・ドイツ

　　　　　アジア…………タイ・インドネシア・ベトナム

　   ３．「その他」の区分は、報告区分に含まれない事業セグメントであり、運送業などを営む国内子会社の事業

　　　　　活動を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,578

「その他」の区分の利益 69

セグメント間取引消去 36

四半期連結損益計算書の営業利益 1,685

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）３

合計

 日本 米国 欧州 アジア 中国 計

売上高         

外部顧客への売上高 14,896 7,629 1,114 4,452 5,161 33,253 244 33,498

セグメント間の内

部売上高又は振替

高

1,354 44 155 16 449 2,019 831 2,851

計 16,251 7,673 1,269 4,468 5,610 35,273 1,076 36,349

セグメント利益又は

損失（△）
389 271 △272 609 709 1,708 46 1,755

（注）１．当社は、生産・販売体制を基礎とした当社・現地法人のセグメントから構成されており、「日本」、「米

　　　　　国」、「欧州」、「アジア」、及び「中国」の５つを報告セグメントとしております。

　　　２．各報告セグメントに属する主な国又は地域

　　　　　欧州……………チェコ・ロシア・ドイツ

　　　　　アジア…………タイ・インドネシア・ベトナム

　   ３．「その他」の区分は、報告区分に含まれない事業セグメントであり、運送業などを営む国内子会社の事業

　　　　　活動を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,708

「その他」の区分の利益 46

セグメント間取引消去 63

四半期連結損益計算書の営業利益 1,819

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 150円09銭 122円11銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
1,194 971

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
1,194 971

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,961 7,959

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）１．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月６日

株式会社ティラド

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 向　出　　勇　治　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　本　　雄　一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ティ

ラドの平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成３０年４月１

日から平成３０年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成３０年４月１日から平成３０年６月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四

半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ティラド及び連結子会社の平成３０年６月３０日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以 上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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